
日本の措置(利用国措置）の概要（イメージ）

国際クリアリングハウス
（ABSクリアリング・ハウス：ABS-CH）

環境大臣

環境省ウェブサイト

取得者

輸入者 国内で譲り受けた者

適法取得
当局

取得者

輸入者

自ら利用する者

名古屋議定書の締約国で
提供国法令をABS-CH

に掲載した国

＜報告の対象とならない国＞
・名古屋議定書非締約国
・提供国法令をABS-CHに
未掲載の国

（＊１ ）次のいずれかの場合は、この限りでない
(1)ABS-CHにIRCCが掲載される前に、報告した場合
(2)許可証等の発給日から1年を経過しても
IRCCが掲載されない場合

提供国法令
国際遵守証明書（IRCC）

違法取得

利用する者

許可証等

許可証等

譲り受け

自ら取得し輸入

譲り受けて輸入

掲載確認

IRCC掲載から6カ月以内に報告
・固有の識別記号 （*1）

・IRCCの写し

報告することができる

必要があると認める場合
報告から概ね5年経過後
利用関連情報を求める

利用関連
情報
の提供

求められたか
否かに関わらず
利用関連情報を
提供することが
できる

報告・提供した者の希望に応じ情報提供

報告・提供した者の希望に応じ情報掲載
（＊2 ）期間内に報告又は提供しなかった者に対し、
・環境大臣は、再度求め
・環境大臣その他主務大臣は、必要な助言・指導を行う

また、人の健康に係る緊急事態の場合の報告期限は、
・収束の条件を満たした日から6カ月以内
・発生及び収束の時点を特定することが困難な場合は、
取得した日から1年以内
なお、遺伝資源に関連する伝統的知識については、
遺伝資源と合わせて報告。

締約国からの違反の申立て ・環境大臣は、必要があると認めるときは、関係者に対し情報の提供を求める。
・環境大臣その他主務大臣は、必要があると認めるときは、必要な指導・助言を行う。
・環境大臣は、必要があると認めるときは、得られた情報を申立てをした国に提供。

(＊2) (＊2)

公表
取得者に係る
情報が含まれ
ないIRCCの個
別の識別記号

（赤字：義務、青字：任意）


